
理事に対して、会員獲得に向けた取り組みについての提案と、適宜入会の推奨をお願いする。 

５－２－１０ 九州支部 HP 

こまめに更新を行い、より良いページ作成を行う。 

６．その他【検討事項】 

（１）支部活動の担当理事 

以下のとおり、理事の担当を定めた。 

・支部発表会担当 

 廣岡常任理事、緑川理事 

・気象教室担当 

 廣岡常任理事、郷田常任理事 

・こども気象学会担当 

 廣岡常任理事、金崎理事 

・気象サイエンスカフェ担当 

 郷田常任理事 

・支部奨励賞担当 

 鈴木理事、大河内理事、金崎理事、横山理事 

・支部だより担当 

 鈴木理事、大河内理事、横山理事、緑川理事 

（２）支部奨励賞推薦に係るガイドライン 

 特に若手の研究者の育成を支援するために、支部細則にある「気象学の向上に資する研究を

行っている」「若手支部会員」の推薦の目安となるガイドラインについて、今夏を目途に、支

部奨励賞担当理事を中心に意見を集約することとした。 

 

 











 
 

佐賀県の梅雨期の降雨の日変化について 
（梅雨期の大雨は明け方から朝にかけて多い） 

                       中鉢幸悦、松尾一弘（佐賀地方気象台） 
 
 昭和 37 年 7 月 8 日、九州北部に停滞していた梅雨前線が活発化し、佐賀県では太良町を中心に記録

的な豪雨となりました。特に大浦地区では大規模な土砂災害が発生して、死者・行方不明者は 62 名を

出す大惨事となりました。この時の大雨は特に午前 1 時から 8 時までの 7 時間に集中し、600 ミリを超

える豪雨として記録されています（佐賀の気象百年誌）。昔から九州の梅雨の大雨は明け方に多いと言

われており、梅雨期には毎年のようにどこかで土砂災害や洪水害が発生して就寝後の大雨も少なくない

と感じます。そこで、佐賀県について、42 年間の時間別の強雨頻度等を調査しましたので紹介します。 
 
１ 佐賀県の梅雨期の雨の特徴 
はじめに、ここで述べる梅雨期間は、6、7 月の 2 か月間を指すことにします。第１図は、佐賀地方

気象台で観測された 10mm/h 以上の降雨の期間内の回数を時刻別に表したものです。10mm/h 以上です

から、10mm/h 程度のやや強い雨から 50mm/h を超えるような警報級の大雨も混在しています。第 1
図によると時間ごとの頻度のピークは明け方に見られ、明け方から昼前にかけての時間帯の降雨回数が、

それ以外の時間帯より「多い」ことが分かります。 
なお、ここで述べる「多い」とは、比較する時間帯の平均回数に有意な差が認められた場合に使用し、

そうでない場合には、「ほぼ同じ」という言葉を使用することにします。概ね梅雨の明けている 8 月に

ついて 6、7 月と比較すると、8 月も、同じ時間帯にほぼ同じような頻度分布となっています。 
第 2 図は、30mm/h 以上の激しい雨またはそれ以上について示したものです。1 地点では時別の数が

少ないので、県内のどこかで 30mm/h 以上の降雨があった場合の回数をとることにします。 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
第 2 図では、30mm/h 以上の雨の降りやすい時間帯が 10mm/h 以上よりさらに絞られ、明け方から朝

にかけて多いことが分かります。しかも明け方から朝にかけての平均回数は、他の時間帯より多く 1.7

頻度 

時 
 

頻度 
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第 1図 佐賀地方気象台における 10mm/h以上
の降雨の時刻別観測回数 
（6-7 月と 8 月 1970 年～2011 年） 

第 2図 佐賀県内のどこかで 30mm/h以上の降雨
が観測されたときの時刻別観測回数 
（6-7 月と 8 月 1970 年～2011 年） 
期間内に廃止された観測所、新設した観測所のデ
ータを含む 



倍となっており、大雨になるほど明け方から朝に降る傾向が強まることが分かります。8 月は、6、7 月

に現れていた朝の降雨頻度が減って 1 日の山は、未明から明け方に代わります。また、夕方から夜の始

め頃にも降水頻度の高まりが現れていますが、この頻度は、他の時間帯に比べ「多い」と呼ぶほど有意

な差はありません。しかし、8 月 1 か月間のこの時間帯の降雨回数は 6、7 月の 2 か月間の回数とほぼ

同じ程度となっており、月単位では明らかに増えていることが分かります。 
 
２ 明け方から朝に大雨になりやすい理由 
何故、このような日変化の特徴が現れるので 

しょうか。 
梅雨期には、第 3 図のように中国大陸から東 

シナ海、九州西方にかけて活発な対流雲が前線 
に沿って連なっています。九州西方海上の対流 
雲は、太平洋高気圧の周りを回るように東シナ 
海を北上する下層の高比湿塊によってさらに活 
発化し、次々に陸地に進入しています。 
 吉崎・加藤(2007)は、早朝の豪雨形成に大気 
放射が強く関わっているとして次のように述べ 
ています。すなわち、「梅雨前線帯の上空では、 
雲の上部が日中には日射により暖められ、夜間 
には長波放射により、冷やされその結果、夜間は雲の存在する領域で大気の安定度が低くなり、積乱雲

の潜在的発達高度が高くなる、日中は逆のことが起こり、積乱雲が発達しづらくなる」としています。

このほかに、「気体の放射過程により夜間に海域の相対湿度あるいは有効可降水量が増大するため(小倉

(2001))」といった説もあり、理由を明らかにするにはまだ調査すべき問題点があるようですが、いずれ

にしても海域で発生する積乱雲に特有の特徴であるようです。 
8 月は、日射によって地表面温度が上がり、夕方から夜にかけて不安定が強まり、陸地で対流雲が発

生、発達する傾向にあります。いわゆる夏の夕方の雷雨が多い理由でもあります。こうした夏場の対流

雲は、雨が降ることによって下降流場を形成し、地面温度を下げ、自己消滅することから夜には解消に

向かう傾向にあります。もちろん、初めに述べた理由により海上で発達して進入する対流雲は、台風等

も加わり 8 月も多いので、2 項のような特徴が現れると考察します。 
 
３ 佐賀県に災害をもたらした大雨の降りかた 
これまで述べた観点からここ 3 年内に佐賀県に大きな災害をもたらした事例について、当時の降雨状

況を振り返ってみます。 
(1)平成 21 年 7 月 24 日～26 日の梅雨前線による大雨 
県内では、3 日間で 300mm から 450mm の大雨が降り、堤防決壊や土砂災害、床上浸水等の被害が

多数発生し、佐賀市、唐津市、多久市、伊万里市、武雄市など 10 市町に避難勧告が出された他、６市

町で自主避難が取られました。  
第４図は、当時の武雄市朝日町の任意の地点における解析雨量による 1 時間降水量です。図から、雨

が強まっている時間帯は、円内で囲った 24 日明け方、26 日は、明け方から昼前にかけてと見ることが

できます。 

 
 第 3 図 2010 年 7 月 14 日 3 時 衛星赤外画像 

数値予報全球モデル、13 日 21 時初期値の予想
による 14 日 3 時の 925hPa、風(kt)、等湿度線 



(2)平成 22 年 7 月 12 日~14 日の梅雨前線による大雨 
活発化した梅雨前線の影響で県内の北西部を中心に大雨となり、特に14日は非常に激しい雨となり、

神埼市を中心に一時、5 市町の約 3700 世帯に避難勧告が出されました。14 日朝は、神埼郡吉野ヶ里町

松隈永山地区で土石流が発生し、小屋や民家の一部がのみ込まれました。第 5 図は吉野ヶ里町の任意の

地点における解析雨量による時系列降水量です。第 5 図では、円内の 14 日未明から朝にかけての時間

に雨が強まっています。 
2 事例のみで、梅雨の大雨に必ずこのような特徴が現れるとは言えませんが、「明け方から朝に強ま

る」といった特徴は見られ、1 項で述べた特徴から、いつもこうした特徴が潜在していると言えます。

先行降雨があり、総雨量の多いところに、短時間の激しい雨が降ると土砂災害が起きやすく、それが就

寝後の時間帯であれば、警戒が薄れ、重大な災害に結び付くことにも繋がり、梅雨期の大雨では、特に

警戒すべき時間帯と言えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 気象台が発表する防災情報を有効に活用するためには 
気象台では、数値予報モデルとそれから得られる降水量ガイダンス等を基に翌日の大雨の可能性を検

討します。梅雨前線のように大規模な現象による降水においては、ガイダンスは強い降水域を広く予想

する傾向にあります。ガイダンスの分解能は、モデルの分解能に依存するため、分解能を超えて大雨を

ピンポイントで的中させることは大変困難です。特に、海上で対流雲の種ができていない場合は、さら

に予報精度は落ちます。しかし、数値予報モデル、ガイダンスは、大規模場の潜在的な大雨の可能性は

1 日前でも十分表現できるので、それらを基に気象台は大雨情報を発表することになります。前日発表

される内容は、予報精度を考慮して、例えば「翌日の朝は、県内のどこかで大雨になる」といった大ま

かな内容になることがありますが、この情報をまず一番に利用していただき、防災態勢を整え、さらに

いよいよ現象が露わになった場合には、注意報や警報等の詳細な防災情報を活用していただいて、具体

的な防災活動を進めることが、事前の避難行動を含めた適切な防災対応に結び付くと考えております。 
 
参考文献 
佐賀地方気象台、1990：佐賀の気象百年誌、68.  小倉義光、2001：天気、48.179-180 
吉崎正憲・加藤輝之、2007：豪雨・豪雪の気象学、応用気象学シリーズ 2、朝倉書店、88-91. 

第 4図 武雄市朝日町の任意の地点での 1時間解析
雨量（2009 年 7 月 24 日～26 日） 
星印は武雄市で浸水害が発生した時間(25 日 3 時
頃、26 日 11 時頃) 

第 5図 吉野ヶ里町の任意の地点での 1時間 
解析雨量（2010 年 7 月 13 日～14 日） 
星印は吉野ヶ里町松隈永山地区で土石流が
発生した時間（14 日 9 時頃） 

解析雨量(ミリ) 

 

解析雨量（ミリ） 
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「九州支部だより」の原稿募集 

「九州支部だより」への会員からの原稿を募集しています。 

今号では、中鉢幸悦前理事より「佐賀県の梅雨期の降雨の日変化について―梅雨期の大雨は明け方か

ら朝にかけて多い―」について投稿いただきました。ご投稿ありがとうございました。 

九州支部会員の活動報告、気象知識の普及活動の状況、九州の気象に関する事例解析・統計調査など

情報交換に役立つ原稿であればどのようなものでも結構ですので、支部事務局までご投稿ください。会

員各位の自由な投稿をお願いします。 

 

日本気象学会への入会勧誘 

皆さんの周りに気象学を専攻している・気象関連の仕事をしている・気象に興味を持っているような

方がいらしたら、日本気象学会への入会を勧めていただくようお願い致します。支部事務局へご連絡い

ただければ、入会方法などをご案内致します。 

 

転勤等で異動されるときには 

転勤等による異動の際は、新しい住所と職場名を九州支部事務局まで連絡していただくようお願いし

ます（電話もしくはE-mail）。本部または異動先の支部（他支部への異動のとき）への報告は支部事務

局で行いますので、会員の方の異動先での手続きはいりません。 

 

今後の予定 

○2012年8月25日（土）15時～17時30分 日本気象学会九州支部「第12回気象教室」 

○2012 年９月 九州支部便り 116 号の発行 

 
 
 




